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「施工管理基準（令和２年８月）」（広島県）の訂正情報 

訂正日 訂正前 訂正後 

令和２年８月 12 日 出来形管理基準及び規格値 

3 編-2 章-14 節-3 条 

工種：吹付工（コンクリート）（モルタル） 

測定項目 規格値 

法長 l＜5ｍ -50 

法長 l≧5ｍ -100 
 

出来形管理基準及び規格値 

3 編-2 章-14 節-3 条 

工種：吹付工（コンクリート）（モルタル） 

測定項目 規格値 

法長 l＜3ｍ -50 

法長 l≧3ｍ -100 
 

令和２年９月 25 日 出来形管理基準及び規格値 

3 編-2 章-18 節-2 条 

工種：床版工 

測定項目 規格値 

基準高 ▽  

幅 ｗ  

厚さ ｔ  

鉄筋のかぶり  

鉄筋の有効高さ  

鉄筋間隔  

 上記，鉄筋の有効高さが

マイナスの場合 

 

 

出来形管理基準及び規格値 

3 編-2 章-18 節-2 条 

工種：床版工 

測定項目 規格値 

基準高 ▽ ±20 

幅 ｗ 0～+30 

厚さ ｔ -10～+20 

鉄筋のかぶり 設計値以上 

鉄筋の有効高さ ±10 

鉄筋間隔 ±20 

 上記，鉄筋の有効高さが

マイナスの場合 
±10 

 

令和２年 11 月４日 出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-5 節-9 条 

工種：排水性舗装用路肩排水工 

測定項目 規格値 

基準高 ▽  

延長 L  
 

出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-5 節-9 条 

工種：排水性舗装用路肩排水工 

測定項目 規格値 

基準高 ▽ ±30 

延長 L -200 
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訂正日 訂正前 訂正後 

令和２年 11 月４日 出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-7 節-4 条 

工種：踏掛版工（コンクリート工） 

測定項目 規格値 

基礎高 ▽  

各部の厚さ  

各部の長さ  

工種：（ラバーシュー） 

測定項目 規格値 

各部の長さ  

厚さ  

工種：（アンカーボルト） 

測定項目 規格値 

中心のずれ  

アンカー長  
 

出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-7 節-4 条 

工種：踏掛版工（コンクリート工） 

測定項目 規格値 

基礎高 ▽ ±20 

各部の厚さ ±20 

各部の長さ ±30 

工種：（ラバーシュー） 

測定項目 規格値 

各部の長さ ±20 

厚さ － 

工種：（アンカーボルト） 

測定項目 規格値 

中心のずれ ±20 

アンカー長 ±20 
 

令和２年 11 月４日 出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-9 節-4 条 

工種：大型標識工（標識基礎工） 

測定項目 規格値 

幅 w1,w2  

高さ ｈ  
 

出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-9 節-4 条 

工種：大型標識工（標識基礎工） 

測定項目 規格値 

幅 w1,w2 -30 

高さ ｈ -30 
 

令和２年 11 月４日 出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-9 節-4 条 

工種：大型標識工（標識柱工） 

測定項目 規格値 

設置高さ H  
 

出来形管理基準及び規格値 

10 編-2 章-9 節-4 条 

工種：大型標識工（標識柱工） 

測定項目 規格値 

設置高さ H 設計値以上 
 


